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如‖繰 学部動 む娃 田 轟 曜 騨

動 体内舞G導 的遂壕二も之づし`て 実験した。スギ均桂物宝、癸為編 に伴い:煉次採取じt範

量、■墨、務末叱菫等え測定、本総末の漏患ま|■つしヽOκ点酵下度.屈継 2習|た、体ぬヒ龍粗.r/2株  P

相をきわめようとした。

倅内性言=之示す各彗鸞R値 より、体ltl生習釣|■ヽ、形態角|ゴも、子業依存熟、独立期、完全な力J[

に大瓢される。項竜、為■i霞十の黒機格分の効果|き、機唸義より表われ、たガ独立理ソ,磁鑽畿とな

る。器分鋼多り状は力幼植筑綺 ―霧:二生長軒:|二は、冶末蛯立 酵
`華
、捜帯
..珍透蕪 曇ヽη充実育

ちt.くは1本由三度之示す鐘|せ、こくれ|',■ ―絶の物喚侍書の実営之マするものΣ澤わなる」しいる

に/つ目簾降の体螺 |■入れ1ミ正颯のもの 体ヽ内洪麦オ毅無のものに比してる(なる。2れは
'隠
安

にょる体内異嘴のため 票のた質果にた実F,替蒻12と嘱写なぃような不薄争を示すものと考えられる。
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1スギ幼植物の生長tこ就て

応 、き学部

翻 繁

/ 白麗轟続本調査試験ナむ設定の功経報告
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も場楚参鷲野看管、都颯経営区轟小国角林 63材群鎌颯、夏のスギ40年 生の人■林に対ご′れ林調査の

動 2編に:級 の大さ重び縦 方式_場 園子と1傷え騰蔵率r//検きil~決之んボために子θ.

_∂ィんこのも林外2/θ//7正方の鶴目岸0■卸合ら 塩 ′々rる議登を行つたので 此熙にす暦書懺 踏受1~

たの功縄た報告する。考専奉鰻名設定|■は 第一回錯豊(も昭和24キ /2月 :ノ9餞、三同 2も日)、
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